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1 は じ め に

近年の家畜ふん堆肥は養分濃度が高い特徴があるた

め,堆肥の肥効を考慮した施用が必要になっている。著

者らは永年畑でのスイートコーンとキャベツの栽培にお

いて,豚ぶん堆肥の窒素無機化量をもとに施肥窒素の 5

害1相 当を化学肥料に代替して施用できることを明らかに

した・。本研究では堆肥のさらなる有効利用に資するた

め,転換畑での画作物栽JIIにおける堆肥施用を検討した。

2試 験 方 法

栽培は宮城県古川農業試験場内の転換畑ほ場で行っ

た。本ほ場は 2001年まで水稲が作イJされ,2KX12年 から

畑転換された。土壌は細粒質グライ化灰色低地土である。

土壌 pHが 54であったため,吉土石灰により 63に改

善して栽培を開始した。21102年は″25(播種)か ら724

にかけてスイー トコーン (品種ピーター 30)を栽培し,

コーン収穫後,8/9(定植)か ら 11/6にかけてキャベツ

(品種YR青春)を栽培した。2∞3年 も同様にスイー

トコーン (″23～ 7′22)と キャベツ

“

ρ6～ 1176)を

栽培した。2CX14年はスイー トコーン(品種ピーター 610)1

作のみとし,5/25に 播種,8/14に 収穫した。

施肥設計を表 1に示した。スイー トコーン対照区は LP

コーン専用肥料を 2kgNね 相当施用した。牛ふん 21区およ

び 4t区 は尿素とP40を対照区と|]じ配合比 (08:12)

で施用し,牛ふん堆肥を 21Xlkg/aまたは 4Clllkg/a施用し

た。リン酸とカリは堆肥から十分量供給されるため,肥

料は無施用とした。豚ぶん 5割区は尿素と LP40をそれ

ぞれ対照の半量とし,残 り lkgを堆肥の窒素無機化率を

20%と想定して施用した。豚ぷん lo割 区は豚ぶん堆肥

のみとした。キャベツ対照区は基肥に S604を 1 6kgN/a

と熔燐 1 4kgP20ぬ ,追肥に NK化成を 0 8kgN/a施用し

た。牛ふん堆肥,豚ぷん堆肥はスイー トコーンと可様に

施用量を決定したが,肥料は全て尿素を用いた。各試験

区は 3年間同 ‐箇所で連作した。堆肥と肥料の施用は ,

それぞれ播種・定植の 1週間前に同時に行つた。

供試した牛ふん堆肥はもみがら入りで,水分 464%,

CN tt H4,窒 素 09%(現 物当り),豚ぷん堆肥は副

資材はなく,水分 270%,CN比 82,窒素 35%(現

物当り)であつた。豚ぶん堆肥の窒素無機化量を確認す

るため,土壌 20gに堆肥 21Xlmgを 混合し,温度 30℃ ,

最大容水量の 60%の水分条件で 70日 程度培養した。

脱窒活性の測定はアセチレン阻害法を用いた。570m

容ガラスピンに畑土壌 5gを取り,各堆肥を 50mgま た

は 21Xlmg取 り混合した。それに 2mgVヒ
・ン相当の KN03

液を 51111加え,ガス採取装置を取付けたゴム栓で密封

し,気相の 10%を アセチレンで置換した後 3日 間 25℃

室内で培養した。シリンジで経時的にガスを採取し,亜

酸化窒素及び二酸化炭素発生量を測定した。

3 試験結果及び考察

各作で用いた豚ぶん堆肥はいずれも似通った窒素無機

化パターンを示した (図 1)。 スイートコーンとキヤベ

ツの生育期間の地温を積算すると 30℃で 50～ 611日 相

当となるが,いずれの年次も 50日 程度で窒素無機化率

20%に達しており,想定通りの窒素無機化が得られた。

対照区の収量とそれを 1∞ とした各区の収量比を図 2

に示した。ここで,スイートコーンは雌穂の総収量,キ

ャベツは結球部の総収量である。牛ふん 2t区および 4t
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図3 各年次のスイートコーンの窒素吸収量
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供試した豚ぷん堆肥の窒素無機化パターン
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図4 各年次のキャベツの窒素吸収量
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図2 各作物の対照区収量とそれに対する各区収量比

区は 5作 を通して対照区とほぼ同等の安定した収量であ

ったのに対して,豚ぶん堆肥では作による変動が大きく,

特に 21X12年 のスイー トコーン,21X13年 のキャベツでは

きわめて低い収量であつた。

図 3に スイー トコーンの窒素吸収量を示した。収量の

安定していた牛ふん 2t区 ,4t区は対照区とほぼ同等で

あったのに対して,豚ぶん 5割区,10割区では全ての

年次で対照区を下同つた。特に 2X12年は対照区の半分

程度の値であつた。図 4にはキャベツの窒素吸収量を示

した。キャベツにおいても各区の傾向は同様であり,特

に 2C l13年は IJ豚ぷん区で低い値であった。

極端な低収量となった 21X12年 のスイー トコーン栽培

時は畑転換直後のため,土壌が排水不良であり根系も制

限されやすい状況であつた。また,知03年夏は曇天で

降水量も多く,キャベツ定植時は過湿な土壌条件であっ

た。このように,土壌水分過多の場合に豚ぷん堆肥特有

の生育不良要因が生じるものと考えられたため,堆肥の

図 5 培養中の亜酸化窒素及び二酸化炭素の発生経過

脱窒活性を調べた。

アセテレン阻害法による培養中の亜酸化窒素発生経過

を図 5左に示した。牛ふん堆肥でのdL酸化窒素発生は皆

無であったのに対し,豚ぶん堆肥区では添加量に対応し

て多量の亜酸化窒素が発生したことから,脱窒活性がき

わめて高いと考えられた。図 5右は培養に伴う二酸化炭

素の発生経過を示したものである。脱窒活性の高かつた

豚ぶん堆肥では,二酸化炭素の発生量も牛ふん堆肥を大

きく上回つた。したがって,堆肥に含まれる易分解性有

機物量も多いものと考えられた。

以上のように,排水性の劣る細粒質土壌の転換畑に易

分解性有機物を多く含む堆肥を施用した場合,脱窒が要

因となり生育不安定を生じやすいと考えられた。
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